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本資料は、各種スポーツ活動が、SDGsに貢献できることを紹介するために作成しました。

ご覧になられた方々が、スポーツを通じた SDGsの考えを深められることで、
日々のスポーツ活動等のなかでも、さらなる一歩を進めるために活用されることを、
JSPOは願っています。

＜注＞次ページ以降に掲載している説明文章は、国際連合広報センターのホームページ「スポーツと持続可能な開発
(SDGs)」に掲載されている内容を、同センターの許可を得てそのまま使用しています。また、資料中の画像については、
過去の当協会実施事業等の写真を使用しておりますが、SDGsの各目標を画像イメージ化するために用いており、必ずしも
当該事業の内容と合致しているわけではありません。
説明文章の出典：国際連合広報センター「スポーツと持続可能な開発(SDGs)」／ https://www.unic.or.jp/news_press/features_backgrounders/18389/

スポーツと、望む未来へ。



目標１
あらゆる場所で、
あらゆる形態の貧困に
終止符を打つ

スポーツは、幸せや、経済への参加、生産性、
レジリエンスへとつながりうる、移転可能な
社会面、雇用面、生活面でのスキルを教えた
り、実践したりする手段として用いることが
できます。



目標２
飢餓に終止符を打ち、
食料の安定確保と
栄養状態の改善を
達成するとともに、
持続可能な農業を推進する

栄養と農業に関連するスポーツ・プログラム
は、飢餓に取り組む食料プログラムや、この
問題に関する教育を補完するうえで、適切な
要素となりえます。
対象者には、持続可能な食料生産やバランス
の取れた食生活に取り組むよう、指導を行う
ことができます。



目標３
あらゆる年齢すべての人々の
健康的な生活を確保し、
福祉を推進する

運動とスポーツは、アクティブなライフスタイル
や精神的な安寧の重要な要素です。
非伝染性疾病などのリスク予防に貢献したり、
性と生殖その他の健康問題に関する教育ツールと
しての役割を果たしたりすることもできます。



目標４
すべての人々に
包括的かつ公平で
質の高い教育を提供し、
生涯学習の機会を促進する

体育とスポーツ活動は、就学年齢児童の正規
教育システムにおける就学率や出席率、さら
には成績を高めることができます。
スポーツを中心とするプログラムは、初等・
中等教育以後の学習機会や、職場や社会生活
でも応用できるスキルの取得に向けた基盤に
もなりえます。



目標５
ジェンダーの平等を達成し、
すべての女性と女児の
エンパワーメントを図る

スポーツを中心とする取り組みやプログラムが、
女性と女児に社会進出を可能にする知識やスキル
を身に着けさせる潜在的可能性を備えている場合、
ジェンダーの平等と、その実現に向けた規範や
意識の変革は、スポーツとの関連で進めることも
できます。



目標６
すべての人々に
水と衛生へのアクセスと
持続可能な管理を
確保する

スポーツは、水衛生の要件や管理に関する
メッセージを発信するための効果的な教育
基盤となりえます。
スポーツを中心とするプログラムの活動と
意図される成果を、水の利用可能性と関連
づけることによって、この問題の改善を図
ることもできます。



目標７
すべての人々に
手ごろで信頼でき、
持続可能かつ近代的な
エネルギーへのアクセスを
確保する

スポーツのプログラムと活動を、省エネ
の話し合いと推進の場として利用すれば、
エネルギー供給システムと、これに対す
るアクセスの改善をねらいとする取り組
みを支援できます。



目標８
すべての人々のための
持続的、包括的かつ
持続可能な経済成長、
生産的な完全雇用および
ディーセント・ワークを
推進する

スポーツ産業・事業の生産、労働市場、
職業訓練は、女性や障害者などの社会的
弱者集団を含め、雇用可能性の向上と雇
用増大の機会を提供します。
この枠組みにおいて、スポーツはより幅
広いコミュニティを動員し、スポーツ関
連の経済活動を成長させる動機にもなり
ます。



目標９
レジリエントなインフラを整備し、
包括的で持続可能な産業化を
推進するとともに、
イノベーションの拡大を図る

レジリエンスと工業化のニーズは、災害後の
スポーツ・娯楽用施設の再建など、関連の開
発目標の達成をねらいとするスポーツ中心の
取り組みによって、一部充足できます。
スポーツはこれまで、開発に向けたその他従
来型のツールを補完し、開発と平和を推進す
るための革新的な手段として認識されており、
実際にもそのような形で利用されてきました。



目標１０
国内および国家間の
不平等を是正する

開発途上国におけるスポーツの振興と、スポーツ
を通じた開発は、途上国間および先進国との格差
を縮めることに貢献します。
スポーツは、その人気と好意度の高さにより、手
を差し伸べることが難しい地域や人々の不平等に
取り組むのに適したツールといえます。



目標１１
都市と人間の居住地を
包括的、安全、レジリエント
かつ持続可能にする

スポーツにおける包摂と、スポーツを通じた
包摂は、「開発と平和のためのスポーツ」の
主なターゲットのひとつとなっています。
気軽に利用できるスポーツ施設やサービスは、
この目標の達成に資するだけでなく、他の方
面での施策で包摂的かつレジリエントな手法
を採用する際のグッドプラクティスの模範例
にもなりえます。



目標１２
持続可能な
消費と生産のパターンを
確保する

スポーツ用品の生産と提供に持続可能な基準を
取り入れれば、その他の産業の消費と生産のパ
ターンで、さらに幅広く持続可能なアプローチ
を採用することに役立ちます。
この目的を有するメッセージやキャンペーンは、
スポーツ用品やサービス、イベントを通じて広
めることができます。



目標１３
気候変動と
その影響に立ち向かうため、
緊急対策を取る

観光を伴う大型スポーツ・イベントをはじめとす
るスポーツ活動やプログラム、イベントでは、環
境の持続可能性についての認識と知識を高めるこ
とをねらいとした要素を組み入れるとともに、気
候課題への積極的な対応を進めることができます。
また、被災者の間に絆と一体感を生み出すことで、
災害後の復興プロセスを促進することも可能です。



目標１４
海洋と海洋資源を
持続可能な開発に向けて保全し、
持続可能な形で利用する

水上競技など、スポーツ活動と海洋との
つながりを活用すれば、スポーツだけで
なく、その他の分野でも、海洋資源の保
全と持続可能な利用を提唱できます。



目標１５
陸上生態系の保護、
回復および持続可能な利用への推進、
森林の持続可能な管理、
砂漠化への対処、
土地劣化の阻止および逆転、
ならびに生物多様性損失の阻止を図る

スポーツは、陸上生態系の保全について教育
し、これを提唱する基盤となりえます。
屋外スポーツには、陸上生態系の持続可能で
環境にやさしい利用を推進するセーフガード
や活動、メッセージを取り入れることもでき
ます。



目標１６
持続可能な開発に向けて
平和で包括的な社会を推進し、
すべての人々に司法への
アクセスを提供するとともに、
あらゆるレベルにおいて効果的で
責任ある包括的な制度を構築する

スポーツは復興後の社会再建や分裂したコミュニティ
の統合、戦争関連のトラウマからの立ち直りにも役立
つことがあります。
このようなプロセスでは、スポーツ関連のプログラム
やイベントが、社会的に隔絶された集団に手を差し伸
べ、交流のためのシナリオを提供することで、相互理
解や和解、一体性、平和の文化を推進するためのコ
ミュニケーション基盤の役割を果たすことができます。



目標１７
持続可能な開発に向けて
実施手段を強化し、
グローバル・パートナーシップ
を活性化する

スポーツは、ターゲットを絞った開発目標に現実
味を与え、その実現に向けた具体的前進を達成す
るための効果的手段としての役割を果たします。
スポーツ界は、このような活動の遂行その他を通
じ、草の根からプロのレベル、また、民間から公
共セクターに至るまで、スポーツを持続可能な開
発に活用するという共通の目的を持つ多種多様な
パートナーやステークホルダーの強力なネット
ワークを提供できます。


